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✞教会堂の建設 

✞敬老ホームの設立 

✞幼稚園の設立 
 
 

        おおおお祈祈祈祈りのりのりのりのリクエストリクエストリクエストリクエスト        
    

●日本の家族の救い 

●各スモールグループのオ

イコス伝道のために 

●入門者クラスのために 

昌代姉、みき姉 

●英語部の働きのために 

●ユースミニストリー、サン

デースクールのために 

●癒しの祈り：恵理奈ちゃ

んの眼、神崎先生の目、

植木ケン兄の糖尿病、新

井雅之兄の癌、中村裕

二先生の直腸癌、藤永

君江姉の癌、Simeon 兄

の癌、スカイ君の心臓、

工藤忠行兄の癌、末広

和美姉の目 
 

        ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    
Ｄｅｓｅｒｔ Ｗｉｎｄ では、ご

意見・質問等何でも受け

付けております。 
lvjccdw@hotmail.co.jp 

発行： 鶴田健次 

編集： 松岡みどり 

     

 

 

                                                                   
 

 

 

 

 （イザヤ４３：１９） 

 

『『『『救救救救いはいはいはいは信仰信仰信仰信仰によるによるによるによる』』』』（（（（ローマローマローマローマ１１１１：：：：１６１６１６１６－－－－２３２３２３２３））））    

    
 

今、世界には「信頼」というものが失われています。私たち

の住む社会は、いくら問題があったとしても、お互いを信じ合う

心があれば、どんな問題でも乗り越えることができます。しか

し、互いに信頼できなければ、一日たりとも心安らかに過ごす

ことはできません。また、いくら素晴らしい家に住んでいても、

家族の間に信頼がなければ、その家庭は幸せではありませ

ん。信頼は、どこに行っても求められるものです。 

  しかし、私たち人間は、これだけでは生きることはできませ

ん。私たちを最も根本的に生かすものは、水平的な信仰では

なく、垂直的な信仰です。つまり、社会的・人間的な信頼で

はなく、霊的な信頼、霊的な信仰が人を生かすのです。そし

て、その霊的信仰は、私たちの主であり救い主であるイエス・

キリストを信じる信仰なのです。 

  ①福音の力 

  使徒パウロは、このローマ書の中で、福音という言葉を数多

く使っていますが、結局のところ、この福音をこの世に伝えるこ

とが聖書が記された目的であり、教会の使命も、一言で言え

ば、福音を伝えることです。福音とは「良い知らせ」という意味

ですが、それは世間一般の良い知らせではなく、人間の根本

的な罪の問題、人間の魂の救いに関する問題を解決するた

めの「良い知らせ」です。つまり、神の独り子イエス・キリストが

私達のために十字架で死なれ、三日目によみがえられ、それ

を信じる者は誰であっても罪が赦され、天の御国に行くことが

できるという「良い知らせ」です。 

  どんなに丈夫で、厳重なドアであっても、そのドアを開ける

鍵があれば、簡単に開けることができます。その意味では、

「福音」は鍵です。救いの唯一の鍵です。信仰によって与えら

れる天国への鍵です。そして、この福音には驚くべき力がある

のです。福音には、人の魂を救い、変えさせる力があります。    

それからもう一つ、福音には人生の苦難を乗り越えさせ、失

敗から人を立ち直らせる力があるのです。 

  ②神の自然啓示 

  イエス・キリストを知っている今の私たちにとって、キリストを

受け入れて信じれば救われ、それを拒み、信じなければ裁か

れて永遠の滅びに至るということは明らかなことです。しかし、

救いの根本原理は、救いは信仰によるということで、その信仰

は現された神の啓示に対する信仰であるということです。 

  ローマ１：１７の前半を見ますと、「福音には、神の義が啓

示されていますが、それは、初めから終わりまで信仰を通して

実現されるのです」と言われています。つまり、いつの時代に

も、神の義、つまり神様との正しい関係は、神様を信じる信

仰を通して実現されてきたということです。では、神様のこと、

聖書のことを全く聞いたこともない人はどうなのかという疑問が

わいてきます。それに対して、パウロは、ローマ１：19 で、神の

自然啓示を考えれば、人には神のことを知らなかったという弁

解の余地はないと言い切るのです。 

  ③神の御怒りを受ける人々 

  このように、私達はこの美しい自然を造り、素晴らしい救い

主を通して生きる信仰の祝福を下さった神様に感謝をするべ

きですが、この世には神の臨在と神秘を悟らない人たちがたく

さんいます。聖書は、「愚かな者は心のうちに『神はない』と言

う」と言っています。また、愚かな者は、むしろ虚しい偶像を拝

みます。そのような人は愚かな者であり、彼らは神の御怒りを

受ける、と聖書は指摘しています。 

  神様は確かにおられます。自然界をよく見れば、もはや弁

解の余地はないのです。自然界を見て、神の存在を知りなが

らも、神に感謝もせず、礼拝をささげない人は、自分を知者

だと思っていても、本当は愚かな者なのです。聖書は、本当

の神様ではなく人間が造った虚しい偶像を拝むという偶像崇

拝を厳しく戒め、偶像を拝む者達は神の御怒りを受けると言

っているのです。 

 

LVJCCLVJCCLVJCCLVJCC 牧師牧師牧師牧師：：：：    鶴田健次鶴田健次鶴田健次鶴田健次    
 

    「「「「すべてがすべてがすべてがすべてが神様神様神様神様のののの御手御手御手御手にににに」」」」        
 

 

証証証証しししし：：：：    坂東坂東坂東坂東    三三三三恵子恵子恵子恵子    
 

私は、１９４２年四国徳島市内に、４人兄弟の長女とし

て生まれました。病弱な母を助けて、妹の世話をする、お

となしい少女でした。 

３歳の時、空襲にあい焼夷弾の下を逃げ回り、県庁の

建物の中に逃げ込み煙の中で、泥水をタオルにしみ込ま

せて、口に当て煙をふせいだり、防空壕の中では、手の

指のひょうそうの手術を受けました。今でもその傷口を見

ると、その時の事を思い出します。 

父はとても厳しい人で、部活の帰りが遅いと学校の前

まで迎えにくる事もしばしばありました。食事の時も、父

が席に着くまでは、じっと我慢でした。父はお酒が大好き

で、家族の顔を見ながら大好きなぶどうをつまみに晩酌

しながら、２時間も３時間もかけて食事をしました。そんな

父を見ながら、私は絶対酒飲みとは結婚しないと、心に

決めました。 

高校は、県内でも特に厳しい女子校で、男の人と話し

している所を見つかると休学、髪型は三つ編み、スカート

丈は膝下何センチ、と決められていました。兄も父と同じ

く厳しい人で、自分の友達とはつきあうなとか、色々と言

われました。本当に箱入り娘とは私のことでした。 

 

東京オリンピックの年に結婚しました。徳島に病気の

母を残し、後ろ髪を引かれる思いで東京に行きました。父

は１週間、お酒も飲まず、食事もできず泣いてばかりいた

ようです。それから３年間の間に、父、母、祖母、とたてつ

づけに亡くしました。なかなか子供に恵まれなかったので

すが、やっと一人授かりました。 

それから１４年間、幼稚園の先生として働きました。そ

の後、かけはぎ（衣類の虫食いやカギザキをもとに戻す）

という仕事をし、独立しました。それが面白くてアメリカに

移住する直前まで続けました。 

 

娘は私の思いとは裏腹に反対の事ばかりして、、、。こ

の頃から、何か大きな力？今思えば神様が働いていて、

この子は私の子というよりも、神様から預かっていると思

うようになり、心が休まりました。アメリカに行くと言った時 

 

も、この子の道はもう決まっているのだからと思い、反対

はしませんでした。ただ毎日元気にいて欲しいと、お祈り

していました。 

主人が定年して一年後、娘からアメリカに来ないか、

と言われました。私の方は仕事が面白くて未練があった

のですが、主人の一言でアメリカ行きを決めました。 

アメリカに来てからは、先にクリスチャンになった娘の

勧めもあり、聖書の入門者クラスを受け、イエス様を信じ

る決心をしました。そして、徐々に全ての事が神様のご

計画であり、導きであったと思えるようになりました。現

在は、娘夫婦と孫娘の５人で仲良く暮らしていける事に

感謝しています。 

 

結婚して４８年、亡くなった父の教えでもある、子供の

前でケンカしてはいけないという教えを守り、夫婦円満

です。これからも仲良く暮らしていきます。孫娘の世話で

忙しい日常ですが、将来、色々とやりたい事がたくさん

あります。これからは健康にも気をつけてその色々な事

に頑張って挑戦していきたいです。 

 

「「「「わたしがわたしがわたしがわたしが計画計画計画計画したあなたのしたあなたのしたあなたのしたあなたの将来将来将来将来はははは希望希望希望希望にににに満満満満ちていまちていまちていまちていま

すすすす。。。。なぜならなぜならなぜならなぜなら、、、、わたしはわたしはわたしはわたしは永久永久永久永久にににに変変変変わらぬわらぬわらぬわらぬ愛愛愛愛であなたをであなたをであなたをであなたを愛愛愛愛

しているからですしているからですしているからですしているからです。」。」。」。」    

                                                            エレミヤエレミヤエレミヤエレミヤ書書書書    ２９２９２９２９：：：：１１１１１１１１    ３１３１３１３１：：：：３３３３    

 

娘に勧められるまま受けた入門クラスではありました

が、以前、漠然とした思いでお祈りしていた私は、あの

戦火の中を逃げのび生かされて、また、思いもよらない

娘の誘いで住み慣れた日本を離れ、アメリカで暮らすよ

うになった事、これら全てが神様の守りと導きであり、ご

計画であったと確信して心から感謝しています。 

真実の神様を知ってからは、お祈りももっと具体的に

なり、生きて私と共におられる神様が、私の願うときでな

く神様の一番良い時に聞きいれてくださるので、それを

信じて祈るようになりました。 

 

これからの人生が、主により頼みつつ、豊かなものと

なるように、全知全能の神様にすべてを委ねて歩んでい

こうと思います。感謝。 

 
 

 

編集室編集室編集室編集室・・・・気気気気まままままままま便便便便りりりり    
 

４月のラスベガスは、さ

わやかな初夏のような日が

味わえる季節ですね。デス

バレーではワイルドフラワー

が咲き揃っていることでしょ

う。砂漠気候の中にありな

がらも、この美しい季節を

味わえることを主に感謝し

つつ、十分に堪能したいと

思います。 

そして４月はイースター。 

今年は４月８日です。イエ

ス様が私達の罪のために

十字架にかかり死なれ、

葬られ、３日目に蘇られた

事を記念する日。この復

活の事実無くしては、私

達の信仰は虚しいもので

す。イエス様の復活に永

遠の命の喜びがあるからこ

そ、今ある全てに感謝でき

ます。苦難、逆境、不幸

も、主の十字架のうちにあ

るなら喜びとなることを心

から感謝致します。主に

栄光あれ！ 

 

 

 

 

 

 


